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大仏柳原庄の鴨川浚(鴨川普請)      2020．7/27 小林ひろみ 

 －幕末の洪水対策と被差別民― 

はじめに  

 

 

 

                                

Ⅰ. 今村家文書についてー報告の元になった史料を含む文書群― 

 1.今村家文書とは 

・今村家  …戦国時代の伏見街道周辺に権益を持っていた有力土豪の系譜を引く家 

・今村家文書…戦国時代から近代に至る 6700 点余りの多様な情報を含む文書群 

1997 年、「発見」。2015 年、『今村家文書史料集』(上下巻)として、その一部が翻刻出版 

鴨川浚(普請)の記録はそのごく一部    ↑参①② 

 

 2.今村家文書の被差別民関連の記録 

・被差別民とその他の住民との関係のあり方とその変遷が読み取れる。 

・近世初頭に再編成された支配や統制の枠組みには収まりきれない被差別民の姿を見ること

ができる。 

   

Ⅱ.鴨川浚(鴨川普請)とは…参③④⑤ 
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2.度重なる洪水被害…参⑥ 

(１).洪水の原因…①.上流の開発による土砂の流入などによる川床の上昇 

②,河川敷の新地開発による被害区域の拡大  
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この度は、京都近郊の被差別民が、幕末の洪水対策で果たした役割

についてご報告したい。合わせて、この洪水対策の工事の際の出来事

に反映された当時の被差別民とその他の住民の関係のあり方につい

ても、考えたいと思う 

 

 

1.安政 3 年[1856]、幕府・京都町奉行所の主導で行なわれた土木工事 

(１).工事の目的…加茂川筋の防災と地域振興…直接のきっかけ嘉永 5 年[1852]の大洪水 

(２).工事の内容…市街地(洛中洛外町続)・川底の土砂浚        

農村部・川底の土砂浚・堤の補強・川幅の狭い場所の拡幅 

(３).対象範囲…大聖寺堤(西加茂村)～桂川落合(桂川との合流地点) 

ｐｐ１地図(明治 23 年の陸軍測量図に加筆) 

(４).対象範囲の支配関係…市街地・幕領・寺社領など 

農村部・入組支配 
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(２).洪水被害の実態と個別領主の対応 ―大仏柳原庄の場合― 

   ①.洪水の頻度→19 世紀前半に深刻な被害が集中、弘化～嘉永年間[1844～52]は１.2 年毎 

   ②.被害 →堤の決壊、田畑の浸水、橋の損壊・流出、家屋の浸水・破損・流出、行方不明者 

   ③.個別領主の対応 →堤普請の資材・費用、被災者への御救米・御救金の給付 

    

史料１.「御田地」への被害と個別領主の対応 →加茂川沿いに領地があった知恩院への願書から  

                              

 

 

表２.史料２ 人身・家財への被害と個別領主の対応  

↓大仏柳原庄最大の領主・妙法院の記録から  

  

 

↓加茂川浚を献策した改革派与力の著作から 

 

 

 

 

領主 石高

妙法院 463.84

知恩院 23.59

仏光寺 4.07

計 491.5

表 1 　大仏柳原庄領主一覧

『旧高旧領取調帳』より

安永  9[1780]

天保  5[1834]

天保13[1842]

弘化  3[1846]

弘化  4[1847]

嘉永  1[1848]

嘉永  3[1850]

　　8月

嘉永  3[1850]

　　9月

ー村山修一『皇族寺院変革史』(参考文献⑲ )よりー

　表２　　　　　妙法院の記録から見た近世後半の大仏柳原庄およびその近辺の水害

賀茂川溢水。正面土橋中央西寄落ち、賀茂川西堤防八条通辺約20間が決壊。

七条辺で高瀬橋が破損。橋掛りの4町、修理料を妙法院に請求。

加茂川筋の七条新地・川東の町々が浸水。御救として23町に１町につき５貫文を配り、3町に少々下賜。

賀茂川弘化3年の際より1尺余りも高い増水、人馬が流されてきて、勘定方地方役人が検分に立会い、川沿いの

町々は冠水。柳原東堤は、昨年2尺嵩上げした個所も溢水したが、決壊は免れる。下流の竹田辺で堤防決壊あ

り、それより上流は減水。

柳原上郷洪水。

上郷の賀茂川堤防決壊修理に銀三貫五百匁入用。御救米に十五石与えることとし、内、同年六石、残りを年々

三石宛支給。

賀茂川氾濫、柳原庄一帯冠水、民家の流出相次ぎ、七条新地の住人はいずれも2階暮らしを余儀なくされる。

柳原上郷、鴨川堤防決潰で修理に一貫文ほど助成してくれと訴える。天保5年の例に基づき、3年間で毎年三石

ずつ拠出すると返答した処、上郷は、今修理にかかっていて飯米にもかなりの経費を要するので、その9石を2

年間で頂きたいと要求、応じる。
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3.官民挙げての洪水対策… 官民共に鴨川筋全体を一括した対応の必要性を痛感 

 

 

 

 

 

 

 

 (２).鴨川浚(普請)実施のための費用と労力…参⑤ 

   ・予算   銀 1200 貫目余 + 作業中の破損対策費銀 150 貫 

            内 幕府の支出 金 2000 両 ←臨時祭御再興御手当御貸付利銀で賄う 

        残り    禁裏御賄金銀・富商からの寄付(冥加銀)で賄う  

・その他  村町の費用や労役の負担。 

  

参考 鴨川浚(普請)の事業全体の中の見た大仏柳原庄 …参③④⑤ 

 

 

                                                   

 

  

(１).鴨川浚(普請)実施までの過程…参③④⑤ 

 京都町奉行所(献策)   →    京都所司代(伺い)   →   老中(指示)・勘定方(視察・予算・工程計画) 

与力・平塚飄斎は天保年間から献策  嘉永 6 年[1853]3 月 10 日     安政 2 年[1855]11 月 8 日 

 ↑               ↑                   ↓ 

 鴨川筋町村連名の自分浚嘆願    関白の要請        町触で鴨川浚の工事の入札が告知  

 嘉永 5 年[1852]9 月 18 日       嘉永 5 年[1852]9 月 27 日     安政 2 年[1855]11 月 21 日    

 

図１ 

◎大仏柳原庄は、自普請所…関係住民自身が費用を負担して堤の修理を行う区域 ←工事の内容は奉行所が点検 

→他に東九条村・東福寺村・稲荷村、及び竹田村・上鳥羽村の一部が同じ区域  

 

 ＊＊       ＊その他の区域の堤は国役普請(五畿内から徴収した国役金を充てる)←今村家文書 5871 絵図 

 

↓参考文献③ 牧論文より引用添付 

 
表３ 
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Ⅲ．大仏柳原庄という村    

１.市街地と農村部の境界にある村→市街地に飲み込まれつつあった村 

２.被差別民の人口のほうが多い村→本村・推定 100 人以下、銭座跡村・出村・推定 1500 人以上、七条水車小屋 

 

 

「穢多」村 「非人」小屋 　本村

　上郷・本郷　六条村

  (大仏柳原庄の領外)

　正徳３年[1713]移転。

　京都の役人村(＊1)5ケ村の１つ。

　四座雑色(＊2)の支配・免租地。

　七条水車小屋(領外)

　正徳3年1713]移転。

　悲田院村を通して四座雑色

　の支配。

　銭座跡村

  (大仏柳原庄の領内)

　享保17年[1732]六条村から分立。

　本村と役人村の二重支配。

　銭座跡出村(領内)

　天保7年[1836]銭座跡村が拡大。

　本村と役人村の二重支配。

　大西組(領外)

　天保14年[1843]六条村から分立。

　役人村の筆頭である天部村の支配

＊1役人村　→行刑役を担う村

＊2四座雑色→京都町奉行所の配下で、治安維持・公武の儀式の警護・囚人の監督・法令の伝達などにあた

  る半官半民の役人

参考⑧『京都柳原町史』・註(1)a「今村家文書」2985番「明治3年 愛宕郡柳原庄図面」(史料集未掲載)

表4　　　    　　　　  大仏柳原庄の中の集落

七条通以北

新地開発により市街地化、七条新地・上下堀詰町など。北限は五条通。

七条通以南

　加茂川西岸

　七条通以北の新地開発により、被差別民の集落が元湿地帯や川端に

　 移転させられ、その後、鋳銭所跡などにも拡大。

 

      加茂川東岸

    大仏柳原庄の本村でかつ

 　洛外町続きの南端にあたる区域

    上郷・本郷

    村人は本町通(伏見街道)沿いの

 　本町六～十丁目の住民の一部。

    この区域は、町組「大仏組」

    33カ町の一部でもある。

本郷・上郷 銭座跡村 ＊参考 六条村

正徳５(1715) 789人 参⑨『京都の部落史１前近代』

享保11(1726) 1000人以上 参⑨『京都の部落史１前近代』 

延享元(1744) 520人 959人 参⑨『京都の部落史１前近代』

寛延３(1750) 67人 参⑩『妙法院日次記　第11』　

宝暦６(1756) 77人 参⑪『妙法院日次記　第13』      

宝暦12(1762) 77人 参⑫『妙法院日次記　第15』

明治４(1871) 2552人 「今村家文書」1645、参②掲載

表5　　　大仏柳原庄の人口についての史料

　　↑「今村家文書」1920、参①付属CD掲載・参⑨

＊『妙法院日次記』の大仏柳原庄の「百姓」の人数の書き上げは上記3か年のみ。それ以前は

＊七条水車小屋の人口は100～200人ヵ←長屋の戸数50余戸(1戸の奥行1間半・間口1間)　

　領内の百姓は郡毎に一括で記載、それ以降は居住地の「御境内町」の人数に含めて記載。

推定 100～200 人 

＊上郷と本郷 

大仏柳原庄の本村は、上郷と下郷

に分かれており、後に下郷が本郷と

称するようになった。 

上郷と本郷の境界は、まだ不明だ

が、市街地化した七条通以北の区域

の本村は上郷だったようであり、 

本郷は、七条通以南の区域の本村だ

ったようである。 

ともかくも、銭座跡村とその出村

の本村は、本郷であった。 

 安政 5[1858]年 3 月までは、上郷 

・本郷にそれぞれ庄屋・年寄が置か

れていたが、村全体を代表するの

は、本郷の庄屋であり、安政５年 3

月以降は、村庄屋は本郷庄屋のみと

なった。 

 なお、江戸時代には、1 つの村に

複数の領主がいる場合、村庄屋と領

主毎の庄屋が置かれていた。大仏柳

原庄も同様で、鴨川浚(普請)当時、

8 代目今村忠右衛門は、本郷庄屋の

他に、２つの領主庄屋も兼ねてい

た。 

 

 

 

本郷 上郷

村の庄屋 忠右衛門 参次郎

村の年寄 平兵衛 甚右衛門

　　　鴨川浚(普請)当時

表５　大仏柳原庄村役人一覧

妙法院領 知恩院領 仏光寺領

忠右衛門 利右衛門 忠右衛門

領主毎の庄屋
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Ⅳ.大仏柳原庄の加茂川浚(加茂川普請) 

・加茂川浚(普請)の遂行 

◎主な作業   川底の土砂浚と堤防の補強に関わる作業   

    + 

 東台用水の付替の企画・関連作業 

         ↑加茂川東岸の用水。柳原庄内から東岸の南隣の東福寺村の用水へとつながる。 

 

 

Ⅴ.工事の遂行を支えた地域社会の公共的なしくみ      

例１.市街地と農村部を超えた連携 (嘉永 5[1852]年 9 月) 

・大仏柳原庄、川筋町村の「加茂川筋土砂浚願書」の提出に参加 

 ↑8 代目今村忠右衛門、農村部の取りまとめ役となる「文書」201・202 

                                

 例２.近隣の町村との連携 (安政３[1856]5 月)          

      ・塩小路村・今熊野村・泉涌寺門前・御用辻子が砂持人足に加勢 

                                            「文書」1686 

  例３.情報公開・利害調整・合意形成 (安政 3[1856]年 9 月)        

・本郷の人々、鴨川浚(普請)の費用負担について、寄合で活発に議論する 「文書」1688

竹や下草の

刈払

築建置場建設

資材置場建設

砂持

川浚した土砂を

運搬する作業

投ケ渡橋建設

作業現場での人の行き

来のための簡易な橋

丁張縄

作業現場への立入

禁止を示す縄

村請橋

村に費用を入札

させて橋を建設

麁朶請負

堤の補強用の大

量の木の枝集め

出水出動

増水の際に

人足を派遣

堤上置腹付

堤をより高く

厚くする工事

東台用水の

付替

5月 15日

↓
↓

6月 1日 ↓

？

7月 1日

7月 26日 ↓

安政３年[1856]　大仏柳原庄　加茂川浚(普請)期間の主な作業一覧　
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本郷・上郷  

長百姓寄合・惣百姓寄合  

＊加茂川・高瀬川筋の件 

は数町村連合寄合あり 

銭座跡村・出村  

支配人・組頭の寄合のみ(役人村の筆頭・天部村での連

合寄合もあり) ＊他村との協議や、町奉行所への嘆願に

よる決定事項は、本郷庄屋・忠右衛門を通して事後通告

七条水車小屋  

合議の場なし 

＊小屋頭を通して 

仕事を請負うのみ 

大仏柳原庄の各集落

の合議の場 

参⑧『京都柳原町史』

より 

  

↑「文書」1685～1690・1721～1737 の日誌類より、内 1685・1736・1737 は(参①史料集)ｐ117～144 掲載 

  

今村家文書の鴨川浚(普請)の記録に含まれる 

地域社会の公共的なしくみについての情報 

①.他の町村との連携 

②.住民が情報を獲得し、意思を反映するしくみ 

③.公と私・地域間・領主間・身分間の利害調整 

④.富裕層の義務と受益者負担 

⑤.被差別民の果たした役割 

◎公共的なしくみ 

地域社会全体の利益を実現するためのしくみ 

 

表６ 

同
時
進
行
で
、
村
の
立
案
・
計
画
の
下
に
行
わ
れ
た
工
事
。 

川
浚
で
川
床
が
低
く
な
る
た
め
、
取
水
口
を
よ
り
上
流
側
に
設
け
た
。 

↓ 

 

   

翌年まで続く 
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Ⅵ.鴨川浚(普請)と大仏柳原庄の被差別民   

1.銭座跡村・出村の人々… 砂持人足の派遣・堤の補修用の粗朶の調達・費用の負担を石高に

応じて分担 

 

クローズアップ１ 

銭座跡村・出村の人々の砂持人足の負担について 安政３[1856]5/16～７/5 

       

↓砂持人足の出方について、本郷庄屋・忠右衛門より銭座跡村へ伝えられた内容 

 

 

 

 

 

上記文書で銭座跡村へ回覧していた書状について 

「冥加人足」…村の負担で出す人足  

「卯十二月廿三日、御冥加人足之願書」(前年、自普請所 

4 ケ村で協議の上、奉行所へ提出したもの) 

「五十六坪」(資材置き場)  

「同三月二十三日、御前ニ而被仰渡受書控」(奉行所から 

の申渡への控) 

上記文書から分かること 

①.銭座跡村も砂持ちに人足を出し、＊人足の人数は、 

村高に応じて決めること。→7 頁補足ⅲA 参照 

②.右文書との比較から、銭座跡村・出村への人足賃は、 

本郷・上郷や柳原庄に人足を助成した他の町村との 

格差はない。 

③.自普請所 4 ケ村との協議や奉行所との交渉の結果に 

ついての情報は、銭座跡村へは事後通告ではあるが、 

漏れなく伝えられている。 

 

検討事項→人足助成のあり方について 

「小村」大仏柳原庄の本村が、なぜ自村の枝村で人口 

の多い銭座跡村からではなく、近隣の別の町村 

(塩小路村・今熊野村・泉涌寺門前・御用辻子)から 

人足助成を受けたのか。 

図３ 

史
料
３ 

[

今
村
家
文
書
１
６
８
６
「
安
政
三
年
辰
年
正
月 

留
記
」 

よ
り] 

(

・
傍
線
・( 

)

内
、
小
林
が
補
足) 

  

…
前
略
… 

銭
座
へ
申
通
控 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
廿
一
日 

一
御
冥
加
人
足
割
方
、
高
拾
石
人

マ
マ

ニ
付
、
七
人
宛
相
掛
り
候

事
惣
高
合
五
十
五
石
九
斗
六
升
三
合
□
四
才 

此
夫
人
足
三
十
九
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

凡
壱
人
ニ
付
、
三
匁
程
之
積 

一
右
割
方
之
通
、
弥
御
取
掛
り
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
勘
定
之
積 

一
卯
十
二
月
廿
三
日
、
御
冥
加
人
足
之
願
書
壱
通 

一
辰
三
月
九
日
、
御
冥
加
人
足
ニ
而
、
五
十
六
坪
仕
立
候
様

被
仰
渡
、
受
書
控
壱
通 

 
 

(

→
浚
っ
た
土
砂
の
置
場
ヵ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
同
三
月
二
十
三
日
、
御
前
ニ
而
被
仰
渡
受
書
控
壱
通 

 

右
三
通
渡
ス 

  

廿
二
日
戻
ル 

 

〆 

 

…
中
略
… 

(

五
月)

十
九
日 

 

銭
座
両
組
江 

 

人
足
出
方
之
儀
、
人
足
ニ
而
出
候
旨
、
及
談
ニ
置
候
事 

 

 

史
料
４[

今
村
家
文
書
１
６
８
５
・
参
①
ｐ
１
２
２
～
水
車
業
者
の
書
状
案
。] 

(

安
政
三
年) 

六
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

・
傍
線
小
林
ひ) 

…
中
略
… 

一
私
義
柳
原
庄
領
内
之
内
字
八
形
下
ト
申
処
ニ
蒙
御
免
を
水
車
賃
踏
渡
世
相

続
仕
難
有
奉
存
候
、
然
ル
処
近
年
加
茂
川
筋
度
々
之
洪
水
ニ
付
、
度
毎
ニ
水

難
困
窮
仕
居
候
処
、
此
度
御
上
様
よ
り
右
川
筋
御
浚
御
普
請
被
成
下
候
付
、

乍
恐
為
冥
加
ト
人
足
百
人
分
、
右
壱
人
ニ
付
銀
三
匁
と
仕
、
合
銀
三
百
匁
奉

差
上
度
奉
存
候 

此
段
口
上
書
を
以
奉
願
上
候
、
何
卒
右
願
之
通
御
聞
済
被
成
下
候
様
奉
願
上

候
、
以
上 

 
 

…
後
略
… 

 

 

↑銭座跡村成立以来の本村との関わりの歴史が反映 
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補足 銭座跡村について                   

ⅰ.成立の事情 …参⑨ 

・領主(妙法院)・本村と六条村の皮革関連業者の利害が一致 

 領主・大仏柳原庄の本村     六条村の皮革関連業者                                

 

 

 

 

ⅱ.二重の支配(本村と役人村から)・重なる負担  

・本村からも役人村の年寄層からも警戒される存在  

  本村の住民          役人村の年寄層 

                 

 

 

 

 

ⅲ.緊張を孕む本村(本郷)との関係  

A.年貢直納をめぐる紛争(寛政５[1793]～文化１[1804]) 

 

B.４年前の傷害事件(嘉永 5 年[1852]) 

上郷庄屋の息子が銭座跡村の有力者の息子に重症を負わせ,本村は加害者を牢へ引き渡し、 

治療代を支払う。「今村家文書」4746～4767 

国役銀 抱堤普請人足 地頭御用人足 警刑吏役 牢屋敷外番役

本郷・上郷 〇→領主

六条村(役人村)[正徳3年移転] 〇 〇

銭座跡村[享保17年成立] 〇→領主(妙法院) 〇→本村 〇→役人村

銭座跡出村[天保7年成立] 〇→領主(妙法院) 〇→本村 〇→役人村

大西組[天保14年成立] 〇→天部村(役人村) ？ 〇→役人村

表７　　　　　　　　　　　　　　　　　　大仏柳原庄の村々の負担　　

＊七条水車裏は、小屋頭以外は全て借家人　　　　・今村家文書1631・2397(史料集・参④ｐ169～173・p201～204)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・参㉒p297～303・参⑮

一般の村にかかる負担(金納・労役) 「穢多村」にかかる夫役(金納)
年貢

村役米

貸地道年貢

〇

〇→本村

〇→本村

？

寛政5[1793]年 領主・妙法院がから大仏柳原庄への「垣結人足」召集に際して、本郷が銭座跡村との作業を

嫌い、人足は出さず人足賃だけ出すよう要求。

それに反発した銭座跡村は、本郷の支配を 受けることを拒否。領主の直接支配を求めて、

年貢の領主への直納を求め、その他の税や人足の負担も本村を通じて納めることを拒否。

寛政９[1797]年 妙法院の役人から、人足はそれぞれの村高に応じて出すという基準が提示される。

文化１[1804]年 銭座跡村の年貢直納は認められるが、その他の税や人足等の負担、領主への訴願は、本村を

通すということを確認して11年に渉る紛争は決着。

嘉永５[1852]年　銭座跡出村も年貢直納を認められ、その他の負担と領主への訴願は本村を通すことを確認。

◎年貢直納紛争の概略

領地内の作物の育た

ない鋳銭所跡から地

代収入を得たい 

 

皮革関連産業の発展で

拡大する人口の受入先

を確保したい 

史
料
５
『
京
都
柳
原
町
史
』(

参
⑧) 

 
 

 
*

傍
線
小
林 

(

古
文
書
写
綴)

一
銭
座
村
開
発
御
願
ノ
留
書
よ
り 

 
 

 

乍
恐
奉
差
上
候
口
上
書 

・
・(

前
略)

・
・ 

柳
原
庄
庄
屋
重
右
衛
門
殿
江
私
共
被
召
寄
、
銭
座
跡
銅
気
多

く
作
物
一
切
生
立
不
申
、
近
所
ニ
七
條
火
屋
并
ニ
六
條
村
等

在
之
候
得
共
、
町
屋
新
建
様
ニ
モ
望
ミ
候
モ
ノ
無
之
、
永
々

御
年
貢
不
相
立
、
至
極
御
難
儀
ノ
事
ニ
候
、
其
方
村
方
居
小

屋
地
ニ
御
願
申
上
、
相
応
ノ
御
年
貢
モ
相
立
候
様
ニ
仕
間
敷

哉
ト
御
尋
ニ
付
、
…(
後
略) 

 

享
保
十
六
亥
年
十
一
月 

 
 

天
部
村
年
寄 

源
左
衛
門 

六
条
村
年
寄 

與
左
兵
衛 

銭座跡村の出作地(居住

村外に持つ土地)の拡大 

や独立志向を警戒 

      

皮革関連産業の発展による 

新興層の台頭や独立志向を

警戒 

 

 

 

「今村家文書」1631・2397(参①「史料集」掲載),参⑧  
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２.七条水車小屋の人々…本村や自普請所の村々から多くの作業を請け負う 

 

 

 

 

 

 

 

 

クローズアップ 2 

七条水車小屋頭・六助配下の人々、水嵩の増した川に「投ケ渡橋」を 

かけ、出水の際には、「仮橋」を取り入れる    安政 3[1856]年 5/19・５/23 

◎小屋頭六助手配の「非人」たち、本郷・上郷の村人が尻込みする危険な作業を請け負う。 

★今村家文書 1686(史料 6)・横帳『安政三辰年正月 留記』より、まとめ 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「今村家文書」1885(本レジュメ 10 頁・史料７)より 

  5 月 23 日付で、「出水の節、仮橋取入人足弐人」に五百文の人足賃を払った記録あり。 

注目点 

 

 

   

 

 

七条水車小屋頭・六助配下が、「投渡橋」をかけるまで・概略 

安政３・5/17  自普請所御用掛(本レジュメ 3 頁参考参照)から自普請所内の村々に、川の所々に自由

に往来できるよう、1 村残らず投渡橋をかけるよう回達があった。 

     5/18  本村の村役立会で、川筋の橋を掛ける場所を色々見繕ったものの、何分川の水嵩が高

く、とても橋をかけるのは難しいので、本村では、断りを申し出ることを決定。「水嵩が

高く、川の水が行き乱れているので、水が少し引くまで、この件は延期をお願いいたし

ます」との趣旨の口上書を提出 

        それに対し、自普請所掛下役・松井より、断りは受け付けられない。早々橋をかける

ようにと達せられる。 

    5/19    方内(雑色)より、本村へ橋を掛けるよう催促があり、六助手配の人足水車仲仕が来て、

投渡橋をかけた。六助からは橋用の 2 間敷の板を借り、残った縄は六助へ預けておいた。 

       調達した橋用の資材の代金と人足の昼食代は村で負担した。(人足の労賃は後日清算) 

クローズアップ 

 

・刈り取った竹の片付け  「今村家文書」1686・1687・1885 

・資材運搬用の舟の運搬★ 

・作業用の簡易な橋を設置し、出水の際にその橋を取り入れる。 

・高瀬川の番所に集めた堤の補強用の粗朶(柳の枝)の運搬 

・柳原庄内の加茂川両岸の堤の夜分の見廻り・ 

・奉行の工事見分(検分)の際の両掛人足★  など    

 ＊上記の仕事の賃銭のうち★は自普請所内の 4 ケ村が村割で負担 

 

 

＊史料８参照。ただし、史料８の「乞児」は、河原に住む野非人であり、投機的、冒険的に描かれている

のに対して、六助の配下は、必要な資材まで調達してくる組織的な手際のよさが印象的。 

＊関連事項  洪水の際やその後の復旧作業に、奉行所が「水心有之者」として、六条村の住民や 

漁民を動員した事例がある(参④) 

 

雑色から村へ橋をかけるよう催促があったその日のうちに、六助配下の「非人」達がやって 

きて「投渡橋」が掛けられた。その様子には、水際での作業への熟練が見て取れ、「非人」の中 

に水中・水際での作業に長けた人々がいることが、当時の社会で認知されていたと推測できる 
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史
料
６ 

七
条
水
車
小
屋
の
人
々
の
貢
献 

(
今
村
家
文
書
一
六
八
六
『
安
政
三
辰
年
正
月 

留
記
』
よ
り
抜

粋
、
史
料
集
未
掲
載) 

十
七
日 

 
 

 

…(

中
略)
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
普
請
川
中
所
々
自
由
ニ
往
来
相
成
候
様
、
投
渡

橋
懸
ケ
可
申
旨
、
柳
原
庄
よ
り
下
竹
田
村
迄
、
一

ケ(

村
脱
カ)

も
不
洩
様
、
早
々
可
申
遣
候
事 

五
月
十
七
日 

 
 

 
 

 

自
普
請
所
御
用
懸 

右
無
相
違
取
計
可
申
、
留
村
よ
り
返
届
之
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
ケ
村
々 

十
八
日 今

朝
よ
り
役
中
立
会
、
川
筋
橋
懸
ケ
場
所
色
々
見

繕
ひ
候
処
、
何
分
川
水
高
ク
候
付
、
迚
も
橋
之
積

り
難
及
候
事
、
右
ニ
付
、
其
段
断
申
出
候
積
り 

  
 

 
 

 

口
上
覚 

 
    

(

右
行
間)

「
御
戻
り
之
御
宜
敷
ニ
迄
奉
存
候
」 

一
、
昨
夜
、
橋
之
儀
御
達
奉
承
候
、
依
而
今
朝
よ
り
村

役
共
立
会
、
川
筋
へ
罷
出
、
色
々
と
心
配
候
得
共
、 

水
高
く
行
乱
ニ
相
成
、
依
而
今
暫
水
少
し
引
候
迄 

之
処
、
御
延
引
可
被
成
下
候
様
、
奉
願
上
候
旨
、 

申
出
候 

 

 

…(

中
略)

… 

如
此
断
申
出
候
処
、
断
難
相
立
候
、
早
々
相
懸
ケ
可 

申
旨
被
達
候
、 

 
 

 
 

御
懸
り
松
井
忠
兵
衛
殿 

 

橋
用
買
も
の 

 
 

杉 

一
、
並
弐
間
三
本 

川
与
よ
り 

一
、
綿
三
か
し
舟 

百
廿
弐
文 

一
、
橋 

一
、
敷 

十
九
日 

一
、
弐
間
半
五
本 

川
与
よ
り 

一
、
橋
三
本 

横
か
ミ
□
□ 

人
足
水
車
仲
仕 

一
、 

 
 

 
 

 

罷
分 

一
、 

 
 

 
 

 

坂
佐 

橋
掛
場
所 

一
、
石
橋
通
上
ル
処 

壱
ケ
所 

一
、
瓦
坂
上
ル
処 

 

壱
ケ
処 

…(

中
略)
… 

十
八
日
夜 

橋
掛
ケ
方
、
東
福
寺
村
江
問
合
候
処
、
東
西
ニ
相
掛 

候
事 

十
九
日 

一
、
縄
代 

四
百
文 

 

十
九
日 

一
、
方
内
殿
よ
り
橋
催
促
有
之
事 

…(

中
略)

… 

一
、
十
九
日
朝
、
小
嶋
よ
り
橋
急
キ
有
之 

…(

中
略)

… 
 

 

橋 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
助
よ
り 

一
、
弐
間
敷 

壱
、
○九
印
有
之 

 

借
も
の 

一
、
弐
間
半 

四
本
組 

壱 

一
、
四
間
敷 

壱 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
弐
間
半 

四
本
組 

壱 
 

 
 

 
 

 

〆 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

橋
杭
三
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

下
之
橋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
三
本
組 

材
？
弐
枚 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
弐
間
敷 

百
枚 

堀
Ａ
端
八
日
戻
ス 

 

堤
添
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
弐
間
班 

三
本
縄
か
ら
み 

 
(

日
誌
下
部
に
横
書
き) 

「
十
九
日
、
橋
掛
ケ
昼
飯
、
米
三
升
五
合
、
右
坂
佐
Ａ
仕
出
し
」 

右
橋
出
来
候
也 

 

 

十
九
日 

 
 

残
り
縄
、
六
助
へ
預
置 

 

〆 

一
、
四
貫
四
百
匁 

 
 

 
 

 

縄
買 

 
 

 

弐
百
十
□
文 

 
 

 

…(

後
略)

… 
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史
料
７ 

「
今
村
家
文
書
」
一
八
八
五*

傍
線
小
林 

  
 

 
 

 

覚 

五
月
廿
日 

 
 

 
 

 
 

兼
井
筒
并
ニ 

一 
五
百
文 

 
 

 
 
 

 

餅
又
よ
り
か
り
舟 

（
朱
字
）

此
分
四
ケ
村
割
分 

 

二
艘
、
川
下
も
取 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
に
遣
候
人
足 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

弐
人
雇
ひ
料 

 

五
月
廿
一
日 

 
 

 
 

 
加
茂
川
筋
七
条
よ
り 

一 

百
文 

 
 

 
 

 
 

 

二
町
程
下
ル
所
ニ
而 

（
朱
字
）

当
庄
割 

 
 

 
 

 

か
り
橋
懸
ケ
候
節 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

縄
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
廿
三
日 

 
 

 
 

 

出
水
之
節
仮
橋 

一 

五
百
文 

 
 

 
 
 

 

取
入
人
足
弐
人 

（
朱
字
）

当
庄
割 

 

六
月
十
九
日 

 
 

 
 

 

高
瀬
番
所
方
よ
り 

一 

三
百
五
拾
文 

 
 
 

 

柳
ノ
枝
運
ひ 

（
朱
字
）

同
断 

 
 

 
 

 
 

人
足
壱
人 

 

六
月
廿
九
日 
 
  

  
 
 

 
 

御
庄
内
両
堤 

一 

三
百
文 

 
 

 
 
 

 

夜
分
見
廻
り
人
足 

（
朱
字
）

同
断 

 
 

 
 

 
 

雇
ひ
料 

 

〆
壱
貫
七
百
五
十
文 

 
 

 

一
内
弐
百
十
六
文 

 
 

梅
津
材
木
屋 

預
か
り
よ
り
引 

伊
兵
衛
方
駄
賃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
替
置
申
候 

 
 

 

   

残
り
壱
貫
五
百
三
十
四
文 

内
百
文
請
申
返
引 

〆
三
朱
ト
弐
拾
弐
文 

右
之
通
慥
ニ
受
取
申
候
以
上
（
上
文
中(

印)

有
） 

一 

弐
百
十
六
文 

 
 

 
 

水
車
六
助 

 
 

 

七
月
十
六
日 

 
 

 
 

 

代 

治
助(

印) 

右
者
当
六
月
十
八
日
、
今
村
様
よ
り
人
足
賃
と
し
て 

金
壱
歩
御
渡
払
ひ
残
り
ニ
付
、,

預
り
置
申
候 

(

朱
字)

廿
四 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
宜
敷
奉
願
上
候
以
上 

 
 

 

七
月 

 
 

 
 

 
 

水
車
六
助 

 
(

宛
名
破
損) 

 
 

史
料
８ 

 
 

中
島
棕
陰
『
都
繁
昌
記
』(

天
保
九
年

１

８

３

９

新
鐫) 

 

夏
秋
の
暴
雨
、
①

狂

潦

キ
ャ
ウ
ラ
ウ

雷
を
轟
か
し
、
洲
裂
け
石
奔
る
の
時
に
至
つ
て
、

橋
彴

コ

バ

シ

・
②

棚 ユ

柵 カ

に
論
莫
し
、
③

岸
に
襯
す
る
の
衆
搆
、
驀
然
と
崩
潰
し
、
漂
下
射

る
が
如
し
。
④

丁
壮

ワ

カ

イ

の
⑤

乞
児
、
其
の
⑥

蒲
鉾

カ
マ
ボ
コ

を
顧
み
ず
、
却
つ
て
喜
ん
で
多
福

の
秋 と

き

と
為
す
。
跳
泳
出
没
、
臂
を
揮
つ
て
争
ひ
逐
う
。
其
の
残
材
を
奪
ひ
、
相

曳
い
て
浅
処
に
積
む
。
盤
渦

ウ
ヅ
マ
キ

溺
れ
易
く
、
⑦

巉
石

ざ
ん
せ
き

骨
を
撃
つ
と
雖
も
、
敢
へ
て

死
を
顧
み
ず
、
収
め
得
て
後
、
⑧

原
主
の
来
つ
て
求
め
る
を
俟 ま

ち
、
価
を
論
じ

て
さ
ら
に
售 う

る
。
⑨

尊
貴
も
奪
ふ
こ
と
能
は
ず
、
威
武
も
屈
す
る
こ
と
能
は
ず
。 

 

①
ひ
ど
い
大
水 

②
四
条
橋
南
北
の
茶
屋
や
料
理
屋
が
、
夏
期
、
加
茂
川
に
張
り
出
す
よ
う
に
作
っ
た
涼
み
台
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

③
川
沿
い
の
も
ろ
も
ろ
の
建
物
。
襯
は
く
っ
つ
い
た
様
。 

④
一
人
前
の
男
子
。 

⑤
〇
川
原
の
蒲
鉾
「
や
つ
が
れ
は
加
茂
河
原
に
さ
ま
よ
ひ
侍
り
て
、
あ
だ
名
に
か
ま
ぼ
こ 

て
ふ
な
る
小
屋
に
す
ま
ひ
な
す
、
か
た
ゐ
に
て
侍
る
。」(

『
こ
が
ね
ぐ
さ
』) 

⑥
乞
食
。
児
は
侮
る
意
味
の
接
尾
語
。 

⑦
鋭
く
尖
っ
た
石
。 

⑧
元
の
持
ち
主
。 

⑨
「
富
貴
も
淫
す
る
こ
と
能
は
ず
、
貧
賤
も
移
す
こ
と
能
は
ず
、
威
武
も
屈
す
る
こ
と
能
は
ず
、 

此
れ
を
之
れ
大
丈
夫
と
謂
ふ
」(

『
孟
子
』
滕
文
公
下) 

 

(

原
文
漢
文
・
新
稲
法
子
訓
註
『
都
繁
盛
記
註
解
』(

参
⑬)

の
訓
読
・
語
釈
よ
り
抜
粋) 

 

＊
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
参
⑨
で
も
言
及
。
参
⑭
に
も
翻
刻
・
改
題
あ
り
。 

 

新
稲
『
都
繁
盛
記
註
解
』(

参
㉖)

挿
入
図(

『
観
場
性 

根
玉
』(

天
明
頃
の
上
方
版
か)

「
襤
褸
錦
下
之
齣
」
図) 
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Ⅶ.鴨川浚(普請)後の大仏柳原庄   

・くりかえされる堤切れ … 安政 4 年・安政 5 年・万延 1 年 慶応１年 

堤の修理は「村弁」「村高惣割」 → 嵩む普請入用 

・村にのしかかる負担 → 銭座跡村・銭座跡出村にも村高に応じて賦課 

    ①.加茂川浚(普請)の際の費用の弁済 

    ②.堤の修築によって生じた潰れ地の年貢・高役 → 村高惣割 

       ③.上記(１)普請入用 

まとめ   

１.洪水対策としての鴨川浚(普請) 

 ・加茂川筋を一括した河川管理のきっかけ。ただし、その後も洪水は繰り返される。 

 

２.工事の遂行を支えた地域社会の公共的なしくみ 

・個々の村・町や農村部と市街地の枠を超えた連携 

・費用や労力などの負担 → 寄合の場での情報提供、利害調整や合意形成。 

 

３.被差別民の洪水対策への貢献と公共的な仕組みとの距離  

銭座跡村・出村   ・鴨川浚(普請)でも本村の本郷・上郷とともに労役、費用を分担。 

              ・人足の負担の仕方は、本村からの独立を目指す長期の紛争の過程で決定された

事項に基づく。 

・かつて本村から忌避された同じ人足仕事への従事は、一応は受け入れられて 

おり、人足賃の格差もない。 

・事後承諾ながら、工事の段取りや負担についての必要な情報は、伝達される。 

・ただし、本村の 10 倍をはるかに超える人口を擁し、独立を志向しても、あく 

まで枝村とされ、町村の合議・連携のしくみからは、外に置かれる存在。 

(同一身分内の合議の場も、階層格差のため参加者が極めて限定されたという問題もあり) 

   

七条水車小屋   ・この人々の存在なくしては、実施が困難だった大仏柳原庄の鴨川浚(普請) 

          →運搬・見廻りなどの他、一般農民がためらう危険な仕事も請け負う。 

          →「ヒニン」の職掌として知られてきた警吏・芸能・非人番や定使以外の場で

技能を発揮した事例。 

・町村の合議・連携のしくみの外に置かれる存在として、上記の公共的な仕事も、 

集落で絶大な力を持つ小屋頭を通して、賃仕事の１つとして請け負う 

 

４.今村家文書の被差別民に関する記録の魅力 

 ・被差別民とその他の住民との関係の変遷、対立だけでなく、歩み寄りの側面も見ることができる。 

  ・被差別民の屈せず主張する姿、技能によって地域に貢献する姿を見ることができる。 

今村家文書 1998・2201・2108・2231-１・2283-２(史料集・ 

参①掲載)  今村家文書 3675～3692 
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